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平成28年８月号

市
内
で
小
規
模
保
育
事
業
・
事
業
所
内
保

育
事
業
（
定
員
20
人
以
上
）
の
設
置
と
運
営

を
行
う
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
説
明
会　
8
月
23
日
㈫
午
後
6
時
30
分

〜
8
時
、
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
で
。
申
し
込
み

不
要
。

平
成
27
年
度
実
績
報
告

尼
崎
市
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

環
境
創
造
課
☎
６
４
８
９・６
３
０
１

問

お知らせ
本
市
で
は
、
市
の
事
務
事
業
に
よ
る
環
境

負
荷
を
継
続
的
に
低
減
し
て
い
く
た
め
に
、

独
自
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
運

用
し
て
い
ま
す
。
専
門
家
や
他
都
市
職
員
な

ど
外
部
の
目
に
よ
る
環
境
監
査
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
を
確
保
し
な

が
ら
、
市
の
事
務
事
業
に
よ
り
排
出
さ
れ
る

二
酸
化
炭
素
な
ど
を
削
減
し
て
い
く
た
め
の

計
画
で
あ
る
「
第
2
次
尼
崎
環
境
率
先
実
行

計
画
」
の
進し

ん
捗ち

ょ
く

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
平
成
27
年
度
の
同
シ
ス
テ
ム

の
実
績
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま

す
。
削
減
に
取
り
組
ん
だ
主
な
項
目
と
平
成

27
年
度
の
実
績
値
は
左
上
表
の
通
り
で
す
。

７
項
目
の
う
ち
、
都
市
ガ
ス
使
用
量
と
上
水

使
用
量
の
２
項
目
で
目
標
を
達
成
し
ま
し

た
。な

お
、
平
成
27
年
度
の
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
別
内
訳
は
グ
ラ
フ
１
の

通
り
で
す
。
ま
た
、
平
成
23
〜
27
年
度
の
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
実
績
は
グ
ラ
フ
２
の

通
り
で
す
。

項 目 平成27年度目標値
（基準年度＝平成11年度実績値）

平成27年度の
実績値

二酸化炭素の
排出量 39,661ｔ（46,797ｔ） 40,430ｔ

電気使用量 92,146ＭＷh（107,468ＭＷh） 95,213ＭＷh
都市ガス使用量 2,704,227㎥（2,625,286㎥） 2,591,227㎥
ガソリン・軽油
使用量 2,243kℓ（2,880kℓ） 2,304kℓ

上水使用量 1,301kℓ（2,001kℓ） 1,115kℓ
コピー用紙
使用量 103ｔ（112ｔ） 121ｔ

ごみ排出量 「50g／日・人以下」を100％達成 73.4％達成

削減に取り組んだ主な項目と平成27年度の目標値と実績値

市
制
１
０
０
周
年
記
念
事
業

Super Sw
eets 2016

尼
崎
商
工
会
議
所
☎
６
４
１
１・２
２
５
２

問

催　し

〒
６
６
０
の
０
８
８
１
昭
和
通
３
の
96

8
月
23
日
㈫
に
説
明
会
を
開
催

小
規
模
保
育
事
業
な
ど
の
設
置・運
営

保
育
施
策
推
進
担
当
☎
６
４
８
９・６
２
５
３

問

募　集

を
行
う
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

10
月
１
日
㈯
、
都
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ア
ル
カ

イ
ッ
ク
で
。
申
し
込
み
は
8
月
30
日
ま
で
に

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・
生

年
月
日
（
学
生
は
学
年
も
）・
性
別
、
同
伴
者

の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
、
希
望
催

し
名
を
書
い
て
郵
送
で
尼
崎
商
工
会
議
所

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

①
親
子
で
作
る
ド
イ
ツ
菓
子
教
室　
午
前

11
時
〜
午
後
0
時
30
分
、
米
粉
を
使
っ
た
キ

ル
シ
ュ
ト
ル
テ
作
り
を
②
親
子
で
作
る
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
教
室　
午
後
０
時
30
分

〜
２
時
、
ケ
ー
キ
に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
。

い
ず
れ
も
対
象
は
小
学
５
・
６
年
生
と
保

護
者
。
定
員
各
回
20
組
40
人
。
料
金
は
１
組

３
０
０
０
円
。
ケ
ー
キ
は
持
ち
帰
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

Super Sw
eets Show

午
後
2
時
30
分
〜
5
時
、
全
国
の
有
名
パ

テ
ィ
シ
エ
や
市
内
洋
菓
子
店
の
パ
テ
ィ
シ
エ

が
、
こ
の
日
の
た
め
に
作
っ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル

ス
イ
ー
ツ
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。
対
象
は
中

学
生
以
上
の
人
。
定
員
1
5
0
人
。
料
金
は

5
0
0
0
円
。焼

き
菓
子
の
販
売

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
5
時
、
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
た
パ
テ
ィ
シ
エ
な
ど
の
焼
き
菓
子

を
。申
し
込
み
不
要
。売
り
切
れ
次
第
終
了
。

パ
テ
ィ
シ
エ
に
学
ぼ
う

親
子
ケ
ー
キ
作
り
教
室

グラフ１　二酸化炭素排出量の
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塚
口塚口 園田

尼崎
JR神戸線

阪急電車

名神高速道路

玉
江
橋
線

猪
名
寺

Ｊ
Ｒ
宝
塚
線

藻川

猪
名
川

五
合
橋
線

弥生ケ丘墓園

お
盆
の
時
期
は
墓
園
駐
車
場
と
周
辺
道
路

が
大
変
混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

車
で
来
園
の
場
合
は
午
前
10
時
〜
正
午
の
混

み
合
う
時
間
帯
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

公
共
交
通
機
関
な
ど
も
ご
利
用
を
。
詳
し
く

は
生
活
衛
生
課
☎
4
8
6
9
・
3
0
1
7
へ
。

弥
生
ケ
丘
墓
園
に

参
拝
す
る
人
へ

弥
生
ケ
丘
墓
園
の
墓
地
使
用
者
を
募
集
し

ま
す
。
募
集
す
る
の
は
46
区
画
で
す
。
各
区

画
の
大
き
さ
は
１
・
５
〜
６
㎡
、
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

「
平
成
28
年
度
尼
崎
市
弥
生
ケ
丘
墓
園
墓
地

使
用
申
込
の
ご
案
内
」
は
８
月
23
日
〜
９
月

１
日
に
同
墓
園
休
憩
所
で
配
布
す
る
ほ
か
、

保
健
所
生
活
衛
生
課
や
市
役
所
中
館
１
階
市

民
活
動
推
進
担
当
（
市
民
相
談
担
当
）
前
、

各
支
所
に
も
置
き
ま
す
。
募
集
区
画
の
場
所

や
使
用
料
な
ど
は
同
案
内
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。複
数
の
申
し
込
み
は
無
効
で
す
。な
お
、

８
月
23
日
〜
９
月
１
日
は
墓
地
募
集
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
☎
０
８
０・９
１
６
６・０
８
４
１
（
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
）
も
利
用
で
き
ま
す
。

◆
申
し
込
み
方
法

９
月
１
日
ま
で
に
所
定
の
用
紙
を
郵
送

で
、
同
墓
園
管
理
事
務
所
（
〒
６
６
１
の
０

９
７
０
弥
生
ケ
丘
町
１
の
１
）
へ
。
抽
選
番

号
通
知
書
・
抽
選
結
果
通
知
書
に
は
必
ず
52

円
切
手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。
切
手
の
な
い

も
の
は
無
効
で
す
。

◆
申
し
込
み
資
格

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人
が
申
し
込
め

ま
す
。

▽
平
成
28
年
４
月
以
前
か
ら
引
き
続
き
市

内
に
住
所
が
あ
る
世
帯
主
▽
本
人
か
そ
の
世

帯
員
が
す
で
に
同
墓
園
の
使
用
許
可
を
受
け

て
い
な
い
▽
現
に
遺
骨
を
持
っ
て
い
る
人

か
、
ほ
か
の
墓
地
や
納
骨
堂
に
あ
る
遺
骨
を

移
し
た
い
人
（
た
だ
し
分
骨
や
遺
品
な
ど
に

よ
る
も
の
は
不
可
）
▽
配
偶
者
の
遺
骨
か
、

本
人
か
配
偶
者
の
血
族
一
親
等
（
実
親
・
実

子
な
ど
）
の
遺
骨
が
あ
り
、
そ
の
祭さ

い
祀し

を
つ

か
さ
ど
る
人
▽
使
用
許
可
を
受
け
た
日
か
ら

１
年
以
内
に
、
墓
碑
な
ど
の
必
要
な
設
備
を

設
け
、
納
骨
で
き
る
人
。

◆
抽
選
と
結
果
に
つ
い
て

抽
選
は
10
月
12
日
㈬
午
後
１
時
か
ら
弥
生

ケ
丘
斎
場
で
実
施
し
ま
す
。

抽
選
結
果
は
、
後
日
、
申
込
者
全
員
に
郵

送
し
ま
す
。
ま
た
、
10
月
13
日
〜
19
日
に
保
健

所
・
同
墓
園
休
憩
所
・
市
役
所
北
館
１
階
掲

示
板
に
も
掲
示
し
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
電
話
で
の
問
い
合

わ
せ
に
は
一
切
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

抽
選
で
は
当
選
者
と
補
欠
１
〜
３
を
選
出

し
、
辞
退
な
ど
が
あ
る
場
合
は
補
欠
１
の
人

か
ら
順
次
、
連
絡
し
ま
す
。

◆
当
選
後
の
手
続
き

当
選
者
に
は
「
資
格
審
査
に
つ
い
て
の
案

内
」
を
郵
送
し
ま
す
。
案
内
に
従
っ
て
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。
資
格
審
査
後
に
使
用
許

可
証
を
交
付
し
ま
す
。

◆
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を

本
市
で
は
申
込
者
に
、
墓
石
業
者
の
指
定

や
あ
っ
せ
ん
、
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
な

ど
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
電
話
で
当
選
者
に
特
定
口
座
へ
の

振
り
込
み
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

精
霊
流
し
の
お
供
え
物
を
収
集
し
ま
す
。
８
月
15
日
㈪
午

後
５
時
〜
８
時
（
①
は
午
後
４
時
〜
６
時
）
に
①
〜
⑭
の
場

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
供
え
物
の
う
ち
、
飲
食

物
は
、
で
き
る
だ
け
家
族
や
親
戚
な
ど
で
分
け
合
っ
て
食
べ

る
な
ど
、
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
①

西
武
庫
公
園
駐
車
場
（
武
庫
元
町
３
丁
目
）
②
塚
口
西
の
口

公
園
（
塚
口
本
町
２
丁
目
）
③
水
堂
公
園
（
水
堂
町
２
丁

目
）
④
東
浦
公
園
（
尾
浜
町
２
丁
目
）
⑤
金
蓮
寺
（
潮
江
２

丁
目
）
⑥
浜
田
川
公
園
（
西
難
波
町
２
丁
目
）
⑦
今
福
公
園

（
今
福
２
丁
目
）
⑧
蓬
川
橋
東
詰
（
神
田
南
通
６
丁
目
）
⑨
大

物
公
園
西
側
（
東
大
物
町
１
丁
目
）
⑩
宮
前
公
園
（
杭
瀬
本

町
１
丁
目
）
⑪
阪
神
武
庫
川
駅
前
⑫
琴
浦
橋
東
詰
（
南
竹
谷

町
３
丁
目
）
⑬
開
明
公
園
（
開
明
町
１
丁
目
）
⑭
御
茶
屋
橋

北
詰
（
東
本
町
３
丁
目
）。

８
月
15
日
㈪

精
霊
流
し
の
お
供
え
物
を
収
集
し
ま
す

詳
し
く
は
家
庭
ご
み
案
内
ダ
イ
ヤ
ル

☎
６
３
７
４・９
９
９
９
へ

3

１ ２

４

６
５

９ ７

1014
1312

８
11

弥
生
ケ
丘
墓
園
の
墓
地
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

詳
し
く
は
電
話
で
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
裏
表
紙
参
照
）へ

募
集
案
内
の
配
布
は
８
月
23
日
〜
９
月
１
日

７




